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1 ． は じめに

　要 件定義書 や 仕 様 書 等 の SI上 流 工 程 の 要求文 書は複 数

の 担 当者 に よ る 分筆 が 多 く、同
一．

の 内 容を異な る表記 に し

た 同 義語 が埋 め込 まれやすい 。同 義語 は 同
一

の もの を 異 な

る もの と誤解 させ 、不 要 な機能や 誤 っ た 動 作 の 作 り こ み に

繋 が るた め、早 期 に 検出 す る必 要 が あ る。

　本 稿で は、S［上 流工二程 の 要求文書特有 の 同義語 に 着 目 し、
同義語 候補 を推 定 す る手法の 提案と提案 手 法を 実データ に

適用 し た 評 価 結 果 を報 告 す る。

2 ．提案手法

　翻 訳 や 検索な どの 分野 で は、同義語 の 推 定 は精 度向 上 に

関 わ る重 要 な課 題 と して 、様々 な 方法 が 提 案 され て い る ［1］．
こ れ らの 手 法 の 多 くは、同 義語 は 文脈情報 が 類似す る とい

う仮説 に 基づ き、共 起語 の 出現頻度を用い た 共 起ベ ク トル

の コ サ イ ン 類似度などを抽出 に 利 用 して い る。し か し、SI
上 流 工 程 の 要求文 書は 、  案件 に 関す る文 書 内 とい うス モ

ー
ル コ

ーパ ス で の み成 り立 っ 同義語 が 存在す る、  辞 書に

未登録 の 未知の 複合語 が 大 量 に含 まれ る、とい う点で
一

般

の 文 書 と異なる。こ の た め、既存の 同義語推定手 法を そ の

ま ま適 用 し て も高い 抽 出精 度 は 期 待 で きな い。そ こ で 我 々

は以 下 の 複数 の ア プ ロ
ー

チ を組み 合わせ た 抽出手法を考案
し た。
・シ ソーラ ス を用 い た 概念集約 ： ス モ

ー
ル コ

ー
パ ス で 共 起

　ベ ク トル を作 成 す る と、共 起語 が 少ない ため疎 なベ ク ト

　ル と な り、単 語 間 の 類 似性 を考 慮 し に くい。そ こ で
、 各

　共 起 語の シ ソ
ー

ラス ヒの 概 念 が 同 じ共 起 語 を 同
一

語 とみ

　な し、共 起ベ ク トル を概念で集 約 した概念 ベ ク トル を作

　成する こ とで、類 似 性 を 考慮 しや す くす る。
・未知語 へ の 概念付 与 ： シ ソ

ー
ラ ス に 未登録 の 未 知語 は、

　概念で の 集約 が で き な い た め、概念ベ ク トル の 作 成 が 困

　難 に な る。そ こ で 、未知語 の 大 半 を 占 め る複合語 に つ い

　て 、複合語を構成す る熟語 （以 下 、構 成語）に 分解 し、
　構 成 語 毎 の 概念 を付与す る。ま た 、 概念付与 の 際、よ り

　概念上 の 支 配 力 の 大 きい 構成 語 ほ ど重 視 され る よ うに 重

　み付 けを行 う。
・共 起語 の 除 外 ： 同 義 語 が 同 文 中で 利用 され る事 例が 少 な

　い こ とか ら、共 起語 を 同義 語 候 補か ら除外す る。

3 ，実験

1）適用 データ

　Web 上 で公 開 され て い る 仕様書［2】を評価用 データ と し て

利用 した （文 字 数 ：46，945）。また 、同 義語 候 補 の 抽出性
能 を把握す るた め に、抽出 す べ き 正 解情報 と し て 、文 書 内

の 表 1 に 示 す 6個の 単語 の 約 半数を他 の 語 に 置 き換 え る こ

とで 、正 解情報 とな る同 義語対を埋 め込 ん だ。なお、こ の

置き換え は 同
一

文 に 同義語 対 が 混 在 しな い よ う制限をか け

た 上 で ラ ン ダム に 行 っ た。
2）実験条件

　以 下 の 条 件 で 適 用 デー
タ の 全 単語 間 の 類 似性 を 算出 し、

正 解 の 同義語 対 の 抽 出順位 を 算出 した。
・共 起語 ：句 点 お よび 連続す る改行を区 切 り と した

一
文 を

　共 起範 囲 と し、名 詞、動詞 、形 容詞 を共起語 と した。
・概念集約 ：概念分類が 大分 類、中分類、小分類 の 各粒度

　で 集約 し た場合に つ い て 比 較 した 。

・未 知 語への 概念付与 ：構 成語 の 支 配 力 は 同
一

の 構 成語を

　持 つ 複合語群の 共起ベ ク トル 問の 類似性 が高 い 構成語 ほ

　 ど支 配力 が 高 くな る指 標 で 算出 し た。
・類似性 の 指標 ： コ サ イ ン 類似度 を べ 一

ス に し た が 、共 起

　語 が 多 く
一

致す る ほ ど類似性 が高 ま る よ う共起ベ ク トル

　に 直交ベ ク トル を付加 した。

4 ．結果

　適 用 データ に お け る 2，208，151 組 の 単語 対 （名 詞 の み ）

の 中で 、共 起ベ ク トル の 類似度 の み に 基づ く既 存手 法 に 比
べ 、概念集約を行 っ た 場 合の 正 解の 同 義語対の 抽出順位 は、
約 112〜1176と大 幅に 上 昇 し た 。 集約 の 粒度 は 小概念 よ り

中概 念 や 大 概念で の 集約 の 方が 順 位 を 向上 させ た。さ ら に 、
未 知 語 の 概念付与 の 際、支配力で重 み付 け に よ り、均等 に

重 み 付 けた 場合 よ り半数 の 組 合せ に 関 して 112 程 度 の 順位

向上 が 見 られ 、また 共起 語 の 除外に よ り 1！3〜11280 程 度 の

順位向 上 が 見 られ た 。 既 存 手 法 と最適条件 で の 提案 手法 の

正 解の 同 義語 対 の 抽 出順 位 の 比較 を表 1に 示 した。

表 i 正 解情報 とした同義語対の抽出順位比較
正解清報とした同義 語 対 （出現数） 既 存手 法 提 案 手 法

管理 （89） 監督〔75） 4，459 U

運 営受 託 者（61） 運用受託者（56） 4，633 2

作成 〔1  策 定（23） 8β59 79

障害α7） 弊害α6） 9．353 141
検討（8） 思案〔6） 15，880 207

保 管場所（lo） 保存場所 （5） 4，459 98】

　表 1 よ り、提案手 法 で は 、上 位 200 件程度 をチ ェ ッ クす

る こ とで 、除外す べ き同義 語 候 捕の 大 半を抽出 で き る こ と

が確 認 され た。課 題 と し て 出 現 数 が 10 個 以 下 の 語 の 順位

が低 い 傾 向 が 見 られ る た め、改善を検 討 して ゆ く。
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